
- 1 -

Ｂ－１ 指導計画・評価計画
太字は指導案掲載

次 目 標
時間 学習活動 書く力 読む力 言語事項関心・意欲・態度

１次 ・モアイについて興味を持ち，問題にしようとしていることを理解する。
・文章を意味段落に分けることができる。
・段落ごとの話の内容をつかむことができる。
・論理の展開（構成）のしかたや根拠の示し方を理解する。

・単元の学習目標を確

認し，見通しを持つ。

・ モアイは語る－地 ・筆者の着眼点に ・筆者の着眼点に基づ ・接続語や指「

１ 球の未来」を通読し， 注目し読もうとす き文章全体の構成をお 示語などに注

時 大きく三つのまとまり る。 おまかにとらえている 意して読んで。

間 に分かれていることを いる。

確認する。

・第１のまとまりの内 ・第１のまとまりの内 ・段落のつな

１ 容をとらえる。 容を理解し，小見出し がりを示す語

時 をつけている。 句や筆者の判

間 ・第２のまとまりを内 ・第２のまとまりを， 断を表す語句

容に即して四つに分け 内容を踏まえて四つに に注意して読，

小見出しをつける。 分け，小見出しをつけ んでいる。

ている。

１ ・第２のまとまりの内 ・各部分の問いに対す

時 容について，展開や根 る答えと，その根拠を

間 拠をとらえる。 とらえている。

・第３のまとまりの内 ・第３のまとまりの内

１ 容をとらえる。 容を理解し，小見出し

時 をつけている。

間 ・学習全体を振り返り ・筆者の考えを理解す，

論理の展開のしかたや るとともに説明の工夫

根拠の示し方を確認す や説得の方法をとらえ

る。 ている。

２次 ・自分の身の回りの事柄に関心を持つことができる。
・文章の読み手や書く目的ををはっきりさせることができる。

１ ・意見文を書くために ・自分の身の回り，

時 自分の身の回りの問題 の問題に関心を向 ・何のために書くの

間 について考える。 けている。 か，誰に伝えるのか

・意見文を書く目的を をはっきりさせてい

確認する。 る。

３次 ・自分の問題をもち，立場を決め，根拠を明らかにすることができる。
・構成を考えることができる。

・自分の立場を決め， ・自分の立場を決

１ 根拠を明らかにしたり め，必要な根拠とな ・伝わりやす，

時 反対意見の予想をした る事実や事柄はっき いように文章

間 りする。 りさせたり，反対意 の構成を工夫

・構想メモを作る。 見を予想している。 している。

４次 ・根拠となる事実や経験をもとに，説得力のある文章を書くことができる。
・意見文を書く。 ・根拠を明らかにし ・相手や目的

２ 論理の展開を工夫し に応じて文章

時 て意見文を書いてい の形態や論理

間 る。 の展開を工夫

・自分の書いたものを ・自分の文章を読み している。

推敲する。 直し，意見と根拠の

関係など文や文章を

整え，説得力のある

文章にしている。

５次 ・互いの意見文を読み合い，論理の展開や説得力のある文の書き方について理解を深め
ることができる。

１ ・互いの意見文を読み ・互いの意見文を読

時 合い，評価し合う。 み合い，論理の展開

間 や説得力のある書き

方について理解を深

めている。
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